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１．研究目的 

近年、がん治療の進歩は目覚ましいものがあり、その治療成績は飛躍的に向上してきた。 

しかし、さらにがんの治療成績を向上させるために必要なことは、がんによる浸潤・転移を抑制または

治療することである。 

これまでにも、がんの浸潤・転移を治療するための研究は多くなされてきたが、サーカディアンリズム

との関係性からの切り口での研究はなされていない。 

 

放射線感受性、特にDNA修復に関わるタンパク質（①）とがんの浸潤・転移に関わるタンパク質（②）

とサーカディアンリズムに関わるタンパク質（③）との相互関係を調べることを目的とする。 

 

本研究では、①、②、③それぞれに関わる特に重要なタンパク質を選抜し、それらの相互関係の有無を

明らかにする。 

本研究では、その基礎的知見（足がかり）を得ることを目的とする。 
 

２．研究方法  

いくつかの細胞種（ヒト正常細胞、がん細胞）において以下の実験を行う。 

１.これらのタンパク質の発現とその量をウエスタンブロッティング法により確認する。 

２.発現が認められたタンパク質に関しては、その局在を免疫蛍光染色法で確認する。 

３.共局在が認められたタンパク質に関しては、その確証を得るために免疫沈降法で相互作用を確認す

る。 

 
※３に関しては１，２を行って資金と時間に余裕がある場合に行う予定である。 

 

３．研究結果 

放射線感受性、特にDNA修復に関わるタンパク質（①） 

Rad51、RPA、BRCA1,2、γH2AX 

 

がんの浸潤・転移に関わるタンパク質（②） 

MMP、E・N-cadherin 

 

サーカディアンリズムに関わるタンパク質（③） 

BMAL１、Per2、CLOCK、Cry1,2 
 

調査の結果、上記のタンパク質同士の関連に可能性があると考えられる。 

これらに必要な細胞と抗体を揃えることが出来たが、タンパク質の発現とその相互関係を調べるところまでに至ら
なかった。 

 

 

 

 



４．考察（結論） 

転移と時間遺伝子との関連に関する報告は少しずつ見られるようになってきた。 

また、紫外線のダメージと時計遺伝子に関する報告も見られるため、今後これら転移、放射線損傷、クロノセラピ
ーの関係性を研究する価値は非常に高いと考えられる。 

 

用意、購入した細胞抗体を用い、タンパク質の発現の有無と相互関係を調べる。 

相互関係が確認されたタンパク質に関しては、その詳細な機序と役割を調べ、がんの浸潤・転移とクロノセラピ
ーを含む放射線治療との関係性を明らかにしていきたい。 

 

５．成果の発表（学会・論文等，予定を含む）  

今後、研究を進めてまとめて、学会への発表と論文投稿を行う予定である。 
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